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資料３ 報告事項３ 

 

令和４年５月１３日 

まちづくり推進室まちづくり調整課  

 

清水町・蓮沼町周辺地区での新たな防火規制区域の指定について 

  

清水町・蓮沼町周辺地区は、東京都「防災都市づくり推進計画」において老朽化した木

造・防火造建築物の割合が多く、住宅戸数密度が高いことから木造住宅密集地域に位置付

けられており災害時の危険性が高い地域である。ついては建築時の不燃化を促進し木造住

宅密集地域の再生産を防止するために「新たな防火規制区域」を指定する。 

 

１ 目的 

  建築物の不燃化を促進し木造住宅密集地域の再生産を防止するために、東京都知事が指

定する災害時の危険性が高い地域において、建築物の耐火性能を強化する。 

 

２ 根拠法令 

 東京都建築安全条例第７条の３ 

 

３ 規制の内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）原則として、すべての建築物は準耐火建築物以上とする。ただし、延べ面積が 

５０㎡以内の平屋建ての附属建築物で外壁及び軒裏が防火構造のもの等は除く。 

（２）延べ面積が５００㎡を超えるもの、又は、地階を除く階数が４以上のものは、 

耐火建築物とする。 

 

延べ面積500㎡以下
かつ2階以下

▶延べ面積500㎡超
（又は3階以上）

▶延べ面積1,500㎡超
（又は4階以上）

準防火地域 木造・防火構造の建築物 準耐火建築物 耐火建築物

延べ面積500㎡以下
かつ3階以下

新たな
防火規制区域

準耐火建築物 耐火建築物

▶延べ面積500㎡超（又は4階以上）
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４ 指定区域:約５８．１５ha（位置図・区域図参照） 

清水町・蓮沼町の全域、本町一部（環状７号線の道路中心線より北側の地域） 

 

５ これまでの経緯 

 令和元年 ７月：清水町・蓮沼町周辺地区防災まちづくり協議会発足 

 令和２年１０月：清水町・蓮沼町周辺地区防災まちづくり計画を策定（協議会） 

 令和３年 １月：「建替え等のルール」に関するアンケート調査の実施  

令和３年１０月：「東京都建築安全条例第７条の３第１項の規定による区域指定の検討案

について」提出 

 令和３年１１月：「東京都建築安全条例第７条の３第１項の規定による区域指定に係る意

見照会について」収受 

 令和４年 １月：都市建設委員会報告（２０・２１日） 

令和４年 １月：パブリックコメント（意見）の募集（２４日～２月７日） 

令和４年 ３月：区域指定案の住民説明会（４・５日） 

 令和４年 ５月：板橋区都市計画審議会報告（１３日） 

 

６ 今後の予定 

 令和４年 ６月：「東京都建築安全条例第７条の３第１項の規定による区域指定に係る意

見照会について（回答）」提出 

 令和４年 ８月：東京都建築安全条例第７条の３第１項の規定による区域指定告示 

（東京都） 

 令和４年 ９月：東京都建築安全条例第７条の３第１項の規定による区域指定施行 

（東京都） 
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【位置図】 
清水町・蓮沼町・本町(一部)の各地内の区域 

  

  

 

 

蓮沼町 

清水町 

本町 

今回東京都建築安全条例第７条の３第１項に規定する区域の指定を検討した区域 

Ｎ 
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【区域図】 
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区域面積 ： 約 58.15ha 

（内 訳） 防火地域  約 13.34ha 

      準防火地域 約 44.81ha 

Ｎ 

凡 例 

 区域指定案 

 防火地域 

 準防火地域 

 町丁目境（区域内） 

 

蓮沼町 

小豆沢一丁目 

清水町 

本 町 

本 町 

宮本町 

大和町 

泉 町 

大原町 

北区 


